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東京大学助教授 新 島 端 夫

私は,昨 年10月 カリフォル ニア大学医学部(サ ン ・フラソシスコ)に 赴 き,約11カ 月間同

地において私 としては初めての下宿生活を体験 した.何 分異郷の事ではあり,又 俄かやもめ

というあまり芳 しくない条件の下では,そ の生活 も決 して楽 しかつたとのみ言えるわけでは

なく,再 び故国の土を踏んで20日 余を経た現在でも,過 去つた1年 を顧みると,や はりt長

かつたなあ.と いう感懐を覚えるのを否定出来ない.た だ幸な事に,最 も長 く滞在 したサソ ・

フラソシス コは,そ の自然美 としつ くり解け合つた白い清潔な美 しい街であり,丘 の上の下

宿の部屋の窓からは,白 い屋並越に太平洋をのぞみ,右 手公園の森の彼方にその上半をのぞ

かせた金門橋の赤い色彩が周囲の緑 とよく調和して,あ る時は霧に巻かれて見え隠れ し,あ

る時は水平線の落陽に照 り映えて燦然と輝き,と もすると郷愁にとらわれんとする心に掛替

えのない慰めを与えて呉れたのである.サ ソ ・フラソシスコの寒暑を知 らぬ安定 した 気 候

は,世 界的に有名であり,1年 を通じて公園に,生 垣に,そ して街頭の花売屋台にと,あ ら

ゆる色彩を楽 しむ事が出来るが,私 の様に日本の生活が根つからしみついているものには,

季節の移 り変 りに伴 う独特の情緒がなつかしく,こ の恵 まれた気候条件も,さ して嬉 しいも

のとはならなかつた.い つれにしても,一 人異国に住み,異 国の人,言 葉の中で自我意識を

抑圧されながら生活していれば,多 少郷愁 に悩まされ るのは人の常であり,ま して国家意識

の昂揚にこれ務めている昨今の米国で,又 多人種の集団国家でありながら,猶 抜 き難い白人

優越のムー ドをそこはか となく感ぜしめられる社会の中で,私 の眠つていた民族意識が,と

もすると頭をもたげる事が多かつたのも事実である,シ スコ滞在 も終りに近づいた6月 のあ

る日,海 上保安庁の練習船=こ じま.が 寄港したが,そ の小 さな国産船にはためいている筈

の 氾 の丸・を見たさに,桟 橋迄ポンコツを飛ばしたのも,こ の抑圧 された自意識のはけ口

を求めていたのだと言えぬ事 もない.

短時日ではあるが,私 の歩いた欧米の所謂近代国家群に於て,物 質文明という点では特に

驚 く程の事はなかつたが,永 い歴史 と共に培われた社会文化,制 度等には,羨 望を禁じ得ぬ

高い民度,先 進性を感じた事 も少 くない.し かし日本人の楽土は日本にしかあり得ず,且 つ

作り得ぬと信じていた私には,そ の羨望が,あ る時は子供達が生きて行 くべき祖国の将来へ

の憂いとなつて焦 りをさそい,あ る時は日本の現状への怒 りとなつて眠れぬ夜を苦 しめられ

たものである.今 再び東京の空の下にまい戻 り,あ たかも未だ異国の旅の延長にあるかの如

き感を抱かしめられる程の著 しい変貌に一驚,そ の世界 の一流都市に比べて遜色無い見事な

建設ぶ りと,そ れを実行 し得 る実力に喜びを覚えながらも,や はり日本の近代文化国家への

道が遙かに遠い事を嘆ずる気持には変 る処がない 例えば日本における医学,医 療の世界を

みてもそれは明かである.現 在 日本の良心的医師或は医学者が不遇である事はしばしば語ら

れ る事であり,事 実外地で接触する機会のあつた共産圏 も含む各国の医学者達の話す処によ
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つても,ま つ日本のそれは世界最低の水準 といつても過言ではない.勿 論学者の不遇は必ず

しも医学の世界ばかりではない.し かし特に医学は直接物質文明に結びつ く自然科学ともダ

又人間の精神的本質のみを場 として追求する人文科学 とも異り,過 去乳現在,未 来を通じ人

類の存続する限 り,そ の喜怒哀楽 と結びついて最 も人間的に,最 も科学的に求められ高めら

れるべき科学の中の科学,交 化の中の文化である筈である.そ こには戦争や平和,社 会の変

革などと何等関る処はないわけである.そ してその分野で良心的に努力する人達或はこれを

志し努力せんとするものが,苦 しみ追わねばならぬ現状,制 度又は低劣な水準を導き実行 し

ている国が,或 はその様な体系によらねば成立つて行けない国が,果 して近代文化国家への

道を歩んでいると言う事が出来 るであろうか.

私はその原因を政治家そのもののみに帰するつもりはない 医学のみならず,人 間社会に

おいてその基盤をなすべき文化的な各分野にもたらされている荒廃は,日 本を覆 うムー ド,

即ち日本人全般の民度の低さと,文 化に対する歴史の浅 さの反映であると考えざるを得ない

のである.苦 しい敗戦にも拘 らず,そ れに引続いて押寄せたきらびやかな物質文明の波浪は..

人間の歩むべき,よ り格調高き道程について,反 省する機会を我 々の国から押流 してしまつ

たかとも思われる.

私の訪れた国の中でも西独などは,同 じ敗戦国ではあり,し かも東西に分割されてより以

上の苦 しい国情が想像 され,そ の喧伝 され る復興状況も,一 見 したところ祖国日本の方が明

かに ごはで.で はあるが,よ くみればそれは人間の考え方の相違であり,金 をかける場所の

違いに過ぎない 私の見た僻地の大学病院一つをとつても,施 設,人 件費など戦勝国米国の

それと著差はない 又一般国民は少 くともそれを不思議 とせず,学 問は尊ばれ,学 考は大切

にされ,人 々の生活は質実で足が地についている.即 ち軍閥によつて両度に亘 り悲惨塗破壊

を こうむ りながら,学 問をもつて世界に君臨 した歴史を誇 るドイツ国民一般が,人 生におい

ては何を尊敬し,何 が高 く評価さるべきかを判断し得る高い民度を維持 し続けているからに

外ならない.か くあつて こそ初めて彼等が近代文化の恩恵を共に楽しみ,共 に浴 し得 る事を

知っているのである.所 謂先進国で月 につ く立派なものは,教 育,研 究施設,美 術館,図 書

館そして病院,住 宅,道 路で南り,決 して料理屋やキャバ レー,デ パー トや御殿ではないの

である.こ の歴史の差に基 く民度の違いと,そ れに拍車をかけた様な,利 己的な一部政財界

のボスや役人達の不見識が次第に醸し出した浮薄なムー ドを改革する事は至難の業 で あ ろ

う.し か しこのムー ドがある限 り,学 問や,そ して学者の環 寛が良 くなるわけがな く,ひ い

ては医療制度,医 師の立場などの真の改善,進 歩は望み得べ くもない 保険点数や単価の操

作の如きは,本 来の医学や医療 とは無関係の全 くナソセンスなごまかしに過ぎない
一方この憂うぺぎ現況を導き且つ維持せ しめている責任の一部は,学 者や医師,特 にその

指導層にも帰せられる事になる.丁 度一時代前の交化的指導者達が,国 民をあの悲惨な戦へ

の道から救う事が出来なかつた様に,も し将来 日本が浮草の様にひよわなシヨッピングセン

ター的国家にな り果てて嘲笑を買うか,或 は逆に再び国の面 目をかけてのピス トルやサーベ

ルの勃興を招ぎ.人 間としての道理が抑圧 される時代が来たとすれば,や はりそこには小難

をおそれ,あ えて信ずる事を述べる事なく,学 者である事を理由に自衛的態度に終始した文

化的指導者が認められるに違いない.こ 学者は学問をしていればよい.と いう言葉をよく聞

く.し かしどこの国でも学者はやは り常に社会の一方の指導者である.ま して学問の進歩と

その前提たる環境の改善は,す べての責任ある立場の学問的指導者達の献身的な努力,あ ら

ゆる機会での説得と論争にる頽廃ムー ドへの反撃なくして期待する事は出来ない この様な

努力が,学 者として所謂研究論文を1⊥1積する努力に優 るとも劣らぬ責務であ り,時 には国家

の将来或は学問の進歩への点に実質的な貢献 ともなる事は云々する迄 もない

今多少ずれたペース,ず れた頭で再び自分の職場に舞戻つたものの,自 分の今迄やつて来

た事,や つている事 と医学 という学問 との関聯に於て,疑 惑を覚え,い ささか 自信喪失の気

味ある今 日此頃という処である.




